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技術部門                   部門  

専門とする事項   

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。 

受験番号 

問題番号Ⅰ－ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

１ ． 多 面 的 な 観 点 と 課 題  

（ １ ） い か に 高 度 化 の 仕 組 み を つ く る か  

 イ ン フ ラ を 維 持 す る 上 で は 定 期 的 な 点 検 や 損 傷 部 位

の 台 帳 へ 保 存 が 必 須 ① で あ る が 、 依 然 と し て 労 働 集 約

型 か つ 紙 媒 体 で の 管 理 ② が 行 わ れ て い る 自 治 体 が 多 い 。

将 来 に 渡 っ て 健 全 な イ ン フ ラ を 管 理 し て い く た め に は 、

Ｄ Ｘ 技 術 等 を 通 じ て 管 理 業 務 を 効 率 化 し イ ン フ ラ サ ー

ビ ス を 低 下 さ せ な い こ と が 重 要 ③ で あ る 。 よ っ て 、 効

率 化 の 観 点 か ら 高 度 化 の 仕 組 み づ く り が 課 題 ④ で あ る 。  

 

（ ２ ） い か に 官 民 連 携 を 図 る か  

① 「損傷部位の台帳へ保存が必須」が冗長的で、論理の焦点がぼやけています。点検 → 記録 → 

台帳保存というのは当たり前すぎて課題抽出の材料になりません。しかも「損傷部位の記録」と

「紙媒体管理」が混在しており、“何が問題なのか”が特定されていません。詰込みすぎは厳禁で

す。一つの文には一つの主張といった形でまずは練習すると良いでしょう。 

② 労働集約型は点検に限った話ではないですし、損傷部位の記録といっいるのに結局は媒体の話だ

し、微妙に前半と接続していません。 

③ 現状だけが示され、問題点が明示されていないので、なぜ重要と考えたのか分かりません。現状

（紙媒体・労働集約）から、いきなり「効率化が重要」、だから「高度化が課題」という飛躍が

起きています。 

④ 効率化が重要 → 効率化の観点 → 高度化が課題と同じようなことが繰り返し説明されていま

す。また、「何を高度化するのか」が曖昧で、課題として成立していません。さらに、「仕組

み」とした理由が背景から読み取れません。効率化するための高度が必要なのは、何となく理解

できますが、なぜ仕組みなのか、単発の技術導入ではダメなのか説明されておらず、結論が背景

から導かれていない構造になっています。 
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 多 く の 地 方 自 治 体 で 、 維 持 管 理 費 用 の 増 大 に 加 え 技

術 職 員 不 足 に 直 面 し て い る 。 予 防 保 全 や Ｌ Ｃ Ｃ 縮 減 の

実 現 に デ ジ タ ル 技 術 は 重 要 ⑤ で あ る が 、 自 治 体 単 独 で

推 進 し て い く と は 困 難 ⑥ で あ る 。 そ の た め 、 民 間 の 技

術 力 や ノ ウ ハ ウ を 活 用 し つ つ イ ン フ ラ サ ー ビ ス を 提 供

し て い く こ と が 重 要 ⑦ で あ る 。 よ っ て 、 体 制 面 の 観 点

か ら 官 民 連 携 が 課 題 で あ る 。  

 

（ ３ ） い か に 小 規 模 工 事 で Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 推 進 す る か  

⑤ なぜ「費用増大＋人員不足」→「デジタル技術が重要」になるのか理解できません。最初の文と

の関係が希薄です。しっかり因果関係を橋渡ししないと読み手は理解できませんよ。本来必要な

のは、人員不足 → 点検頻度の確保が困難、予算制約→効率的な補修が必要→だからデジタル技

術が必要という論理の接続です。 

⑥ これも接続がうまくいっていないので、理由が説明されていません。本来必要なのは、デジタル

技術の評価・選定・運用には専門知識が必要、データ基盤構築には初期投資が必要、維持管理の

データは自治体単独では量が不足し AI 学習が進まない、中小自治体は ICT 人材を確保できないな

どの具体的な困難性です。これでは「困難である」と言っているだけで、論拠がゼロです。 

⑦ なぜ民間なのか、どの民間なのか、どの場面で活用するのか、どのプロセスを補完するのか、デ

ジタル技術との関係はどうなっているのかが全く示されていないです。そもそも委託や工事で民

間は既に活用しているのに、何を新たに連携するのか不明です。つまり、「民間活用」という言

葉だけが浮いていて、実体がない空虚な主張です。 

⑧ これも同じですね。何を連携するのか、なぜ体制面なのか、 どの体制が不足しているのか、 ど の

ような連携モデルを想定しているのかが一切書かれていないです。つまり、この文章は、現状・

問題点・課題の因果がつながっておらず、「官民連携」という言葉だけが浮いていて、何を・な

ぜ・どのように連携する必要があるのかが全く説明されていません。 
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 地 方 自 治 体 が 発 注 す る 維 持 工 事 の 多 く は 規 模 が 小 さ

く 、 地 元 の 中 小 建 設 業 が 受 注 し て い る 。 そ の 多 く は 投

資 余 力 に 限 界 が あ り 、 デ ジ タ ル 技 術 の 活 用 に 踏 み 出 せ

て い な い 状 況 に あ る 。 そ の た め 、 小 規 模 施 工 で の 活 用

を 普 及 さ せ 、 デ ジ タ ル 技 術 の 経 験 企 業 を 増 や し て い く

こ と が 重 要 で あ る ⑨ 。 よ っ て 、 普 及 拡 大 の 観 点 か ら 小

規 模 工 事 で の Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 の 推 進 が 課 題 ⑩ で あ る 。  

 

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 よ り 多 く の 地 方 自 治 体 に 対 す る 解 決 策 と な る た め ⑪ 、

「 い か に 高 度 化 の 仕 組 み を つ く る か 」 を 最 も 重 要 な 課

題 に 選 定 し 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

 

⑪ 「対象が多い」は、“広く浅い問題”を選んだだけで、“最重要”の根拠と言えるか疑義があります

（減点はされないですが評価もされないといった感じです）。例えば、「プロセス全体に影響す

るため」「高度化の仕組み整備が自治体の格差是正につながるため」などストック効果・事故リ

スク・人員制約・データ構造など技術的因果に基づく理由が望ましいです。 

⑨ 中小建設業は投資余力がない→だから小規模施工での ICT 活用を普及させることが重要となって

いますが、これは因果として成立していません。「投資余力がないしかし普及が重要」と、原因

を無視して結論だけを述べているように見えます。投資余力がない → ICT 導入ができない → 経

験企業が増えない → 地域全体の生産性が上がらないといった因果関係が必要です。 

⑩ 「普及が大事だから普及拡大の観点、さらに ICT 推進」これでは全部同じことを言っているだけ

です。なぜ小規模工事だと投資回収できないのか、なぜ中小企業は ICT 投資が難しいのかといっ

た構造的な説明が欠落しています。課題は、普及を阻害する要因にマッチしたものを提起すべき

で、本来の ICT活用の推進は目的（結果）ではありませんか。 
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（ １ ）  施 設 点 検 プ ロ セ ス の Ｄ Ｘ  

 イ ン フ ラ の 維 持 管 理 を 効 率 化 す る た め ⑫ 、 管 理 業 務

の 点 検 プ ロ セ ス に 点 検 支 援 技 術 を 導 入 す る 。 例 え ば 点

検 業 務 で は 、 １ 次 点 検 と し て Ａ Ｉ 画 像 診 断 機 能 を 搭 載

し た Ｕ Ａ Ｖ 等 に よ り 劣 化 損 傷 具 合 を ス キ ャ ン す る ⑬ 。

こ の 結 果 や 過 年 度 損 傷 発 生 状 況 を 踏 ま え ２ 次 点 検 と し

て 従 来 の 近 接 目 視 、 打 音 検 査 を 実 施 す る ⑭ 。 従 来 点 検

手 法 の 必 要 範 囲 を 最 低 限 に 絞 り 、 管 理 業 務 の 効 率 化 を

図 る ⑮ 。  

 

（ ２ ）  監 視 業 務 の Ｄ Ｘ  

 構 造 物 の 変 位 を 自 動 的 に 検 知 し 、 迅 速 な 対 応 が 取 れ

⑫ 効率化は課題全体の目的であり、個別解決策の目的ではないです。個別解決策には、この技術を

導入することで何が改善されるのか、どのプロセスの何がボトルネックなのか、どの課題の原因

に対応しているのかという固有の目的が必要です。これでは、「効率化したいから DX する」とい

った同語反復になっています。 

⑬ この文章は、点検支援技術、AI 画像診断、UAV でスキャンといった名詞の羅列であり、技術の本

質が説明されていません。劣化損傷具合をスキャンするとは？撮影？点群？深度情報？AI 画像診

断とは何を判定するのか？といった説明がないと例示と言えません。 

⑭ やりたいことは、フィルタリングですか。そうなると最初の提示した課題とズレています。例示

なのですから、フィルタリングで効率化するのではなく、支援技術を導入した結果として効率化

される状況を書くべきです。 

⑮ 課題は「仕組みづくり」なのに、解決策は「技術導入」に終始しています。つまり、課題（仕組

み）と解決策（技術）が対応していません。“仕組み”という言葉の意味が解決策に反映されてい

ません。 
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る 仕 組 み を 構 築 ⑯ す る 。 例 え ば 、 Ｉ ｏ ｔ セ ン サ に よ り

構 造 変 位 を 自 動 的 に 検 知 ⑰ す る 。 検 知 し た デ ー タ は リ

ア ル タ イ ム で 収 集 ・ 蓄 積 し 、 変 位 の 要 因 や 対 策 の 分 析

を 行 う ⑱ 。 セ ン サ 同 士 の 同 期 に よ り 多 面 的 な モ ニ タ リ

ン グ も で き ⑲ 、 豪 雨 時 で の 変 状 予 測 等 に も 活 用 で き る

⑳ 。  

 

（ ３ ）  デ ー タ 管 理 の Ｄ Ｘ  

 点 検 デ ー タ を 施 設 管 理 計 画 に 活 用 ㉑ す る た め 、 デ ー

タ の 一 元 管 理 と 時 系 列 で 変 状 把 握 で き る 仕 組 み を 構 築

す る 。 具 体 的 に は 、 Ｄ Ｐ Ｆ を 構 築 し ㉒ 3 次 元 点 群 モ デ

ル 上 に 台 帳 情 報 等 を 統 合 す る ㉓ 。 デ ジ タ ル 地 図 上 で 損

⑯ この表現では事後保全に見えます。課題（２）では、予防保全や LCC 縮減の実現にデジタル技術

が重要と言っているので不整合に感じます。 

⑰ 例示なのですから、どのセンサか（加速度？傾斜？歪み？水位？）、どの構造物か（橋梁？擁

壁？河川施設？道路？）、どの変状を検知するのか（沈下？傾斜？振動？）、どの閾値で異常判

定するのか、どの頻度でデータ取得するのかといった技術的具体性が必要です。例示になってい

ません。 

⑱ 技術士試験では、“分析する”は NG ワードで、必ず「どうやって」を書く必要があります。これも

例示としては抽象的過ぎます。 

⑲ 期とは何を指すのか（時刻同期？データ統合？空間補正？）、なぜ同期すると多面的になるの

か？同期しなくても多点観測は可能では？概念が曖昧で、技術的に誤った印象を与えます。 

⑳ なぜ突然豪雨時の話をしているか？どのデータを使うのか？どのモデルで予測するのか？どの構

造物の変状を予測するのか？といった説明がなく、前段の因果関係も脈絡もない印象を受けま

す。 
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傷 位 置 や 進 行 度 が 直 感 的 に 把 握 で き 、 修 繕 が 必 要 な 部

材 ・ 部 位 の 抽 出 も 容 易 と な る 。 診 断 結 果 を 補 修 計 画 へ

迅 速 に 反 映 で き 、 施 設 横 断 の 群 管 理 に も 活 用 で き る た

め 、 各 種 協 議 ・ 検 討 へ 活 用 で き る ㉔ と い っ た メ リ ッ ト

も あ る 。  

 

３ ． 新 た な リ ス ク と そ の 対 策  

 デ ー タ に 頼 り ㉕ 現 場 や 仕 組 み を 理 解 せ ず に 業 務 を 進

め ら れ る た め 、 現 場 確 認 の 軽 視 ㉖ や そ れ に 伴 っ て 若 手

技 術 者 の 技 術 力 が 低 下 す る リ ス ク が 生 じ る 。  

 対 応 策 と し て 、 熟 練 技 術 者 と の Ｏ Ｊ Ｔ 教 育 や 技 術 検

定 を 実 施 す る 。 ま た 、 Ｅ Ｃ Ｉ 方 針 に よ り 社 外 技 術 者 と

の 意 見 交 換 会 や 現 場 確 認 を 行 い ㉖ 、 技 術 力 の 向 上 を 図

る 。  

㉑ →「反映」 

㉒ 国交省の DPF（データプラットフォーム）は既に整備済みです（DPF というとこれを指すので

は？）。自治体が構築するのは DPF ではなく「自治体内のデータ基盤」ではありませんか。3 次元

点群モデルと台帳統合は DPFそのものではありません。DPF＝国のプラットフォーム、3D台帳＝自

治体のデータ管理手法これを混同していませんか。「DPF を構築」は不正確で、技術的に誤解を招

きます。 

㉓ これは単なるデータの可視化手法であり、「仕組みづくり」ではないと思います。仕組みとは本

来、データ標準、更新ルール、運用体制、データ連携プロセス、標準フォーマット、API 連携など

の運用・制度・プロセスです。これだけですと、“仕組み”が何を指すのか全く説明されていない

です。 

㉔ これらはすべて効果の羅列であり、なぜそうなるのか（因果）が書かれていません。 
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４ ． 必 要 な 要 件 と 留 意 点  

技 術 者 倫 理 の 観 点  

Ｄ Ｘ 化 に 際 し 、 デ ー タ の 偏 り に よ る 不 当 な 評 価 が さ

れ ぬ よ う 公 平 性 を 確 保 ㉘ し 、 公 衆 の 安 全 ・ 健 康 ・ 福 利

を 最 優 先 と す る こ と が 要 件 ㉙ で あ る 。 情 報 技 術 の 活 用

に あ た り 、 サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ 基 本 法 を 遵 守 す る ㉚ 。

工 期 や コ ス ト を 優 先 す る あ ま り 不 完 全 な シ ス テ ム を 構

築 し 、 公 衆 に 不 利 益 を も た ら す こ と が な い よ う 留 意 す

る 。  

社 会 の 持 続 性 の 観 点  

電 力 消 費 増 加 に よ る C O 2 排 出 量 を 低 減 ㉛ さ せ 、 環 境

の 保 全 を 最 優 先 と す る こ と が 要 件 で あ る 。 具 体 的 に は 、

㉕ データに頼ることは、客観性が確保されるなどメリットではありませんか。リスクになるのは、

AI や自動化に過度に依存し、技術者が判断しなくなること、現場確認の機会が減ること、データ

の限界を理解しないこと。つまり、“データ依存”ではなく“システム依存”がリスクの本質だと考え

ます。この答案は原因の特定を誤っています。 

㉖ 現場確認が減る理由は、UAV点検で近接目視の頻度が減る、IoT 監視で巡視回数が減る、AI 診断で

技術者が判断しなくなる、データ入力・分析が中心になり現場に行く時間が減るといったことで

はありませんか。つまり、現場に行く“機会”が減ることが原因です。「軽視」という意識の問題

ではないと思います。原因と結果の因果が逆転しています。 

㉗ 対策が“人材育成一般論”で、DX 固有のリスク対策に見えません。本来必要なのは、AI 診断の根拠

を説明できる仕組み、データ品質の検証プロセス、現場確認の必須ルール化、データと現場の突

合プロセス、モデルの定期的な再学習・検証、誤検知・未検知のリスク管理など固有のリスク対

策にした方が評価が得られると思います。 
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

太 陽 光 発 電 等 の 再 エ ネ 電 力 を 推 進 す る ㉜ 。 留 意 点 は 、

過 度 な ベ ン ダ ー ロ ッ ク イ ン を 回 避 ㉝ し 、 使 用 機 器 を 常

に 最 適 化 す る ㉞ こ と で エ ネ ル ギ ー 効 率 を 高 め 、 Ｃ Ｎ 社

会 の 構 築 に 貢 献 す る こ と で あ る 。  以 上  

 

㉘ 公平性＝利害関係者間の扱いの公正さであり、データバイアスの問題は“透明性）”や“説明責任”の

領域です。つまり、公平性の誤用、倫理概念の混同しているように見えます。 

㉙ 公平性を確保するとなぜ、安全・健康・福利につながるのか不明です。公平性と公衆の安全・健

康・福利は別の概念であり、因果関係がないと思います。 

㉚ 法を順守するでは、要件として弱いです（当たり前）。 

㉛ DX → 電力消費が増える、だから CO₂排出が増える、だから低減させる必要があるという因果を書

くべきなのに、原因と対策が混ざって表現されており、非常に分かりづらいです。 

㉜ DX の文脈で必要なのは、省電力化、データセンターの効率化、処理負荷の最適化、不要データの

削減であり、太陽光発電の推進はインフラ DX の業務とは無関係に感じます。しかも、再エネ電力

の推進では行動になっています。書くのは要件と留意点ですよ。留意点と要件の先にある行動

は、題意を外しています。 

㉝ ベンダーロックインに過度という概念が存在するのか疑義があります。ロックインは過度であろ

うとなかろうと原則避けるべきです。 

㉞ これも同じです。最適化とは行動です。要件・留意点は「守るべき原則」です。行動を書いてし

まうと題意から外れてしまいます。要件と行動が混同されています。 

 


